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琉球語二段系動詞「起きる」の活用
中本正智
動詞の二段系活用の変遷
二段系活用の動詞「起きる」は、現代日本語で次のように活用している。
未然形連用形終止形連体形已然形命令形
ｏ－ｋｉｏ－ｋｉｏ－ｋｉｒｕｏ－ｋｉｒｕｏ－ｋｉｒｅｏ－ｋｉｒｏ
第二音節のｋｉをみれば、イ段だけに活用しているから現代日本語において一段活用に属
するとみてよい。ところが、この活用形をさかのぼると、時代によって変化してきたことが
わかる。室町時代においては、
未然形連用形終止形連体形已然形命令形
o-kio-kio-kuruokuruo-kureo-kijｏ
であり、第二音節をみると、ｋｉとｋｕ、つまりイ段とウ段の二段に活用している。これは室
町時代に二段活用であったのが、ｋｕがｋｉに侵されてなくなった結果である。平安時代にお
いては、
未然形連用形終止形連体形已然形命令形
o-kio-kio-kuo-kuruo-kureo-kijo
であり、二段活用であった。室町時代と異なる点は、終止形のｏ－ｋｕが保たれていることで
ある。これは室町時代以降、連体形のo-kuruが終止形のはたらきをになうことによって消
滅した形である。
奈良時代の甲類と乙類の音韻の区別を反映している形をあげると、
未然形連用形終止形連体形已然形命令形
おき乙 おき乙 おくおくるおくれおき乙よ乙
である。－段活用の「き甲」（着）と対立する音韻であった。これについて、大野晋博士は
「万葉時代の音韻」『万葉集大成」（平凡社）において、次のように推定しておられる。
未然形連用形終止形連体形已然形命令形
OｋＩＯｋＩOku Okure Oｋｕｒｅ OkI-j6
Ok6-iOk6-iOkr-uOkO-uruOkO-uraiOkI-j6
これに対し、馬淵和夫博士は、『上代のことば」（至文堂）において、批判を加えつつ、次
のように推定しておられる。
未然形連用形終止形連体形已然形命令形
６k6→OklOk6-iOkuOku-ruOku-re OkI-jO
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OkiOkureOklj6
では、琉球列島における二段活用の「起きる」はどのような形で用いられているだろうか。
北の奄美諸島から南下して考察することにする。
奄美諸島
１佐仁（i)否定形意志形連用形条件形命令形
？ｕｆｒａｎ２ｕｌｒｏ ２m ２ufrIba ？ｕＩｒｌ
Ｏｉ)終止形連体形接続形過去形継続形
２ｍ、 ２m、 ？ｕＩｔＩ ？ultan ？ｕｌｔｕｎ
２ｕＩｒｉ
（iii)禁止形
２ｕｌｎｎａ
佐仁におけるＩは、エ段に対応する音韻であるから、否定形、意志形、連用形、命令形に
おける？uIの第二音節は、ｋｅに対応する形である。「起き」の「キ」は、乙類の音韻である
から、乙類の「キ」がｋｅに対応する音韻に合流している。佐仁では甲類の「着」はｋ?iで
あるから、キの甲類と乙類がｋ?ｉとｋＩ（→I）で区別されている。ｋはｈ音化して脱落して
いるが、広母音音節で起こっている現象である。
否定形のＭｒａｎは、オケラヌに対応するから、ラ行音化した形である。それは意志形の
Ｍｒｏにも及んでいて、オケラムに対応する形である。？okeramu→2uxIrau→?uIrozのように
変化した。
条件形の？ulrIbaは、オケレバに対応していて、本来のオクレバにつながらない。
命令形の2uIrIは、オケレに対応する。活用語尾のヨにつながらない。
終止形は二形あって、？u１ｍが、連用形のオケにヲム（居ム）がついた形であり、２urriが
連用形のオケにヲリ（居り）がついた形である。ム系とり系が併用されている。二形ある時
は、終止形で併記し、過去形や継続形で現れる時には、いずれかで代表させる。
連体形の２uInは、オケヌに対応する形であり、本来のオクルにつながらない。つまり本
来の終止形オクや連体形オクルにつながる形が存在しないことになる。奄美大島の中心地の
名瀬では、次のようである。
２名瀬（i)否定形意志形連用形条件形命令形
のuIran①ｕＩｒｏ ①ｕＹ のｕＩｒｌｂａのｕＩｒｌ
Ｏｉ)終止形連体形接続形過去形継続形
①ulrjun①ufrjunのultl のuItan ①ultun
のulrjuri
（iii)禁止形
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①ｕｌｒｕｎａ
名瀬の①ulは、２okI-つ?oxl→①ulのように、第二音節子音の摩擦音が第一音節に及んだも
のと判断される。終止形の①uIrjunは、連用形がラ行音化したオケリにヲム（居）がついた
形である。さきの佐仁の?ｍは、オケにヲム（居）がついた形でラ行音化が浸透していな
い。
瀬戸内の西端にある屋鈍は、
３屋鈍（i)否定形意志形連用形条件形命令形
？ｕｘｒａｍ２ｕｘｒｏｘ ｍｒ ２urIba ２ｕＸｒｌ
Ｏｉ)終止形連体形接続形過去形継続形
？ｕｚｒｕｍ２ｕｘｒｕｎ ２ｕｘｔｌ ２ｕｘｔａ ？ｕｘｔｕｒ
２ｕｘｒｕｒ
（iii)禁止形
２ｕｎｎａ
のようである。否定形と意志形はともにラ行音化している。否定形語尾の-ｍは、否定の助
動詞に付属してこれを形成するヲム（居）の末尾が保持されたものと考えられる。
４伊仙（i)否定形意志形連用形条件形命令形
２ｕＩｒａｎ？ｕＩｒａ ２ulri？ｕｌｔｉｋａ２ulrI
Oi)終止形連体形接続形過去形継続形
？ulrjun２uIrjun ？ulti？ultan？ultun
２uIrjuri
（iii)禁止形
２ｕＩｒｕｎａ
伊仙は徳之島の南部にある集落である。徳之島は全体として奄美大島に近い言語特徴を有
する。否定形、意志形のみならず、連用形にまでラ行音化が侵透している。意志形の２uIra
は奄美大島の?uIroなどと語尾を異にしているが、語尾の変化が次のように異なっているた
めである。
okeramu-+2uxIraU→?ulroZ→?uIro（奄美大島）
okeramu→2uxIraU→?ulraX→Ｍｒａ（伊仙）
条件形の2uftikaは、オケテカラに対応する形である。条件を表すのに、助詞（をつかう
より、テカラをつかう。
５亀津（i)否定形意志形連用形条件形命令形
２ｕｌｒａｎ２ｕＩｒａ ２ｕｌ ２ｕＩｔｉｋａ ？ｕｌｒｒ
Ｏｉ)終止形連体形接続形過去形継続形
２ｕＩｒｕｎ２ｕＩｒｕｎ ？ｕｌｔｉ２ｕＩｔａ？uItun
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？ｕＩｒｕｉ
禁止形
？ｕＩｒｆｎａ
亀津は徳之島の南東部に位置する。連用形の2ｍはう行音化が現れていないが、終止形
2ulrunをみると、これを構成している連用形は？ulriのようにラ行音化したものと判断され
る。したがって、連用形もかつてラ行音化し、後に消えたものとみてよい。終止形の２ul
runは、２urrjunから変化したものである。一方の2uIruiはオケリヲリに対応する形であり、
オケリの語尾のｒ音は保たれているのに、ヲリの語尾のｒ音は脱落している。このことから、
終止形オケリヲリを構成した当時はｒ音脱落が起こっていなかったのに、構成されて以後に
ｒ音脱落が起こったことを示している。
条件形は連用形にテカラがついたオケテカラに対応する。テカラによって条件を表すのは
伊仙と同様であり、徳之島全域で優勢である。
６天城（i)否定形意志形連用形条件形命令形
？ｕｌｒａｎ２ｕｌｒａｘ ２ｕＩｒｉ２ｕｒｔｌｋａ２ｕＭ
Ｏｉ)終止形連体形接続形過去形継続形
？uIjunMjun ？ulti２ultanｇｕｌｔｕｎ
？uIjui
（iii)禁止形
２uljuna
天城は徳之島の西海岸に面した集落である。終止形語尾をみると、２uIjunのようにｒ音が
なく、ｊｕｎになっている点に特色がある。ｒ音脱落が進んでいるためである。リ系の終止形
も２uljuiであり、奄美大島の-rjuriと比較するとｒ音脱落が顕しい。
７辺土野（i)否定形意志形連用形条件形命令形
？ｕｘｒａｎ？ｕｘｒａ ２ｕｘｒｉZuxtIka？ｕｘｒＩ
Ｏｉ)終止形連体形接続形過去形継続形
２uxjun？uxjun ？uxti２uxtan？uxtun
？uxjui
（iii)禁止形
２uxjuna
辺土野は徳之島の西海岸に面した天城町の集落である。オケ（起）に対応する?ｍにおい
て、中舌母音が前の音節に吸収されて、？u:のように長音要素に変化している。終止形が
?uzjunのように、ｒ音を脱落している。
８志戸桶（i)否定形意志形連用形条件形命令形
wlxranwlxroxwlxwlXribawlxri
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（ii)終止形連体形接続形過去形継続形
wlxjunMxjunwlxtiwlXtanwIxtun
wlXjui
（iii)禁止形
ｗ１ｚｎｎａ
志戸桶は喜界島の北部にある集落である。オケ（起）に対応するwlXは、oke→wukl-＋
wuxf-+wuI→wI:のように変化した形である。意志形wIxro:の語尾は奄美大島と同じすがた
である。終止形はwIxjunとwfXjuiの両形があり、いずれもｒ音脱落がみられる。
９田皆（i)否定形意志形連用形条件形命令形
２ｕｉｒａｍｕ？ｕｉｒａ ２uｉ？uirjaX２uiri
（ii)終止形連体形接続形過去形継続形
２ｕｉｍｕ？ｕｉｎｕ ？ｕｉｔｉ２ｕｉｔａｍｕ？uitun
（iii)禁止形
２ｕｉｎｎａ
田皆は沖永良部島の西北端に位置する集落である。奄美地域のうち、沖縄の影響が強く及
ぶ島である。終止形の二形のうち、ム系が優勢となって、リ系は用いられなくなっている。
中舌母音は東部の国頭や畦布などにわずかに残っているだけであり、多くの集落ですでにこ
れを消失している。したがって活用形の中にも中舌母音は現れない。
否定形と意志形はう行音化している。オケ（起）に対応する形は２uiであり、oke→2uxl
→?u1-つ2uiの変化を経ている。語中におけるｋ音脱落など、奄美地域の特徴をになった形で
ある。否定形の語尾ｍｕは、否定の助動詞「ぬ」の連用形「に」にム系の「ヲム」がつい
た形から、語尾ｍｕだけが残ったものである。これは与那国方言の否定の助動詞ｎｕｎをみ
てもいえることである。意志形は？uiraであり、徳之島と同様にｍｕが脱落している。条件
形は、？uirjaxであり、助詞（に対応するｊａが活用形と融合している。終止形の２ｕｉｍｕは、
オケヲムに対応し、ラ行音化していない連用形によって構成されている。連体形は2uinuで
あり、語尾、ｕが沖永良部島でさかんに用いられる。
１０上城（i)否定形意志形連用形条件形命令形
？uiram？ｕｉｒａ ？uｉ？uirjaX？uiri
Oi)終止形連体形接続形過去形継続形
２uijum？uijunu ２ｕｉｔｉ２uitan？uitun
（iii)禁止形
？ｕｉｎｎａ
かみじろ
上城は沖永良部島の北海岸に面するところにある。否定形の語尾-ｍと、終止形の語尾-ｍ
とは、いずれもヲム（居）の融合形語尾であるが、田皆の、ｕより新しい形である。終止
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形の２uijumは、オケリヲムに対応し、ラ行音化した連用形で構成されている。ただし、ｒ
音を脱落させている。
１１王城（i)否定形意志形連用形条件形命令形
？uiran２ｕｉｒａ ２uｉ２uirjax２uiri
Oi)終止形連体形接続形過去形継続形
？uijun２uijunu ２ｕｉｔｉ？uitan２uitun
（iii)禁止形
？uinna
たまじる
玉城は>中永良部島の東部の町である和泊町の集落である。否定形の語尾と終止形の語尾が
ともに－，となっている。これは-,nu→、→、のように変化したとみてよい。
１２立長（i)否定形意志形連用形条件形命令形
２uirannu2uiran ？ｕｉ？uiribox？ｕｉｒｉ
（ii)終止形連体形接続形過去形継続形
？uijun？uijuru ？ｕｉｔｉ？uitan？uitun
２uijui
（iii)禁止形
２ｕｉｎｎａ
立長は与論島の集落である。オケ（起）に対応するところが2ｍとなっているのは沖永良
部島と同じである。与論島でも、oke→2uxI→2uI→2uiの変化を経たのである。中舌母音は
まったくみられない。意志形の？uiranは、語尾に助動詞のｍｕ→､→、の変化を経ながらも、
かろうじて残している点に特色がある。終止形は、リ系とム系を併用している。与論島は両
系併用の南限である。連体形語尾は.ｒｕである。与論島の茶花や麦屋においても、ほぼ同じ
形である。
沖縄諸島
１３首里（i)否定形意志形連用形条件形命令形
２ｕｋｉｒａｎ？ukira ？ｕkix ２ukirex ２ukiri
Oi)終止形連体形接続形過去形継続形
２ukijun？ukijunu２ukiti２ukitan ２ukitoxn
（iii)禁止形
？ukiruna
沖縄中南部の代表的な方言である首里をみることにしよう。２uki（起き）は、
している。「着る」がtJijunであるから、上代語の甲類と乙類に対応する区別が、
保たれている。第二音節のｋ音が脱落しないのが特徴である。終止形の２ukijun
オケに対応
tJiとｋｉで
は、オケリ
－１２１－
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ヲムに対応する形であるから、ラ行音化した連用形から構成されている。連用形の２ukixは
ラ行音化したオケリの語尾音節のｒ音が脱落したと考えられる。ラ行音化は他の活用形にも
侵透している。
玉城村奥武をはじめ、多くの中南部の方言がほぼ首里と同じである。
１４石川（i)否定形意志形連用形条件形命令形
２ｕｋｉｒａｎ？ｕｋｉｒａ ？ｕkix ２ｕｋｉｒａｚ ？ukiri
Oi)終止形連体形接続形過去形継続形
２ｕｋｉＺｎ２ｕｋｉＸｎｕ ？ｕｋｉｔｉ２ｕｋｉｔａｎ ？ukinna
（iii）禁止形
２ｕｋｉｎｎａ
石川は中南部に属し、北部と接しているところである。条件形の２ukira:は、未然形に（
がついた形が現れている
１５津堅島（i)否定形意志形連用形条件形命令形
２ｕｋｉｒａｎ？ｕｋｉｒａ ？ｕｋｉｘ ？ukiriba２ukiri
（ii)終止形連体形接続形過去形継続形
２ｕｋｉｘｎ２ukixru ？ｕｋｉｔｉ２ｕｋｉｔａｎ ２ukitun
（iii)禁止形
２ｕｋｉｎｎａ
沖縄本島の東海岸側に浮かぶ津堅島では、条件形が2ukiribaであり、助詞ｂａが保たれて
いる点、首里より古い。継続形が2ukitunであり、首里の２ukitoxnと異なる。
１６渡名喜（i)否定形意志形連用形条件形命令形
２ｕｋｉｒａｎ２ukira 2uki和kirez ２ukiri
（ii)終止形連体形接続形過去形継続形
？ｕkix、？ukiXru mkiti2ukitan 2ukitun
（iii)禁止形
？ukinna
渡名喜島は西海岸に浮かぶ島であり、基本的には首里と同じである。継続形が2ukitunで
あり、首里の？ukitomと異なる。
１７真喜屋（i)否定形意志形連用形条件形命令形
？ｕｋｉｒａｎ？ｕｋｉｒａ ？ｕｋｉｒｉ ？ｕｋｉｒｉｂａ２ukirex
（ii)終止形連体形接続形過去形継続形
２ｕｋｉｒｕｎ２ｕｋｉｒｕｎｕ？ｕｋｉｔｉ？ｕｋｉｔａｎ ２ukitun
（iii)禁止形
２ｕｋｉｎｎａ
－１２２－
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真喜屋は屋我地湾に面し、奥武島への入口のところにある。終止形は？ukirunであり、ラ
行音化した連用形のオケリに、ヲム（居）がついて構成されている。ラ行音化は他の活用形
にも侵透している。条件形に助詞ｂａをとどめている。
１８与那嶺（i)否定形意志形連用形条件形命令形
①ukiranuのukirax①ukiri ①ｕｋｉｒｉｂａのｕｋｉｒｉ
（ii)終止形連体形接続形過去形継続形
①ukirun①ukirunuのｕｋｉｔｉ ①ukitanのｕｋｉｔｕｎ
（iii）禁止形
のukiruna
与那嶺は本部半島の今帰仁村にある。第一音節が①ｕであるところに特徴がある。語頭の
母音音節の前に、喉頭や両唇の摩擦音が現れるのがこの方言の特徴である。他の形はほぼ真
喜屋と同じである。
１９名護（i)否定形意志形連用形条件形命令形
２ukiran２ukira ２ｕｋｉ ２ｕｋｉｒｅｚ ２ukiri
Oi)終止形連体形接続形過去形継続形
２ｕｋｉｎ ２ｕｋｉｎｕ Ｚｕｋｉｔｉ？ｕｋｉｔａｎ ２ｕｋｉｔｕｎ
（iii）禁止形
２ukinna
名護は沖縄北部の中心都市である。終止形は？ukinであり、オケヲムに対応している。連
用形にはう行音の影響が現れていない。真喜屋の2ukirunなどと異なるところである。
２O恩納（i)否定形意志形連用形条件形命令形
２ｕｋｉｒａｎ２ｕｋｉｒａ ２ｕｋｉ２ｕｋｉｒｕｗａ２ｕｋｉｒｉ
（ii)終止形連体形接続形過去形継続形
？ｕｋｉｎ２ｕｋｉｎｕ ２ｕｋｉｔｉ？ｕｋｉｔａｎ ２ｕｋｉｔｕｎ
（iii)禁止形
２ｕｋｉｎｎａ
恩納は北部の南端、中南部に接する位置にある。終止形が?ukinであり、ラ行音化の形が
現れていない。
沖縄全域でみられるように、否定形の２ukiranまたはPukiranuにおける‐ra、意志形
2ukiraにおける-ra、命令形?ukiriにおける‐riは、いずれもう行音化による音節である。
奄美と沖縄にラ行音化が侵透しているといってよい。
宮古諸島
21平良（i)否定形意志形連用形条件形命令形
－１２３－
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ｕｋｉｎｕｋｉｕｋｉｕｋｉｒｊａｕｋｉｒｕ
ｕｋｉｄ５ａｍｕｋｉｄｉｕｋｉｒｕｂａ
（ii)終止形連体形接続形過去形継続形
ｕｋｉＩｕｋｉＩｕｋｉｔｔｉｕｋｉｔｔａｌｕｋｉｄｕｕｌ
ｕｋiIm
（iii)禁止形
ｕｋｉｌｎａ
平良は宮古島の中`し､都市である。宮古平良では「着物」はkslnであり、甲類のキはkslで
現れる。「起き」はukiであり、乙類のキはｋｉで現れる。つまり、甲類と乙類の音節がｋｓＹ
とｋｉで区別されている。「煙」をkivsfといっているから、乙類のキはケと合流しているこ
とになる。否定形のｕｋｉｎはオケヌに対応し、？ukid3aXnは、意志形の?ukidiに否定を表すア
ラヌがついた形である。
命令形のukiruは、オケロに対応している。語尾のロが現れるのは宮古諸島に限られてい
る。この語尾は奈良時代の東国語に現れているから、相当に古い形とみてよい。
終止形は、？ukilと?ukilmの両形がある。２ukiImは、オケヲムに対応し、語尾ｍが脱落
して?ukirができた。
従来、宮古方言の終止形についていろいろ説かれてきた。「書く」の連用形がkaklであり、
終止形がｋａｋＩとkakimで現れるところから、連用形ｋａｋＩと終止形kakIが同形と説かれて
きた。ところが「起きる」をみると、連用形がukiであり、終止形がｕｋｉＩとukiImであり、
連用形ukiと終止形ukiiは別語形であることがわかる。終止形のukirは、オケヲムの語尾
ムを脱落させた形と判断される。したがって、「書く」の終止形kakIも同様にカキヲムの語
尾ムを脱落させた形に相当するとみなければならない。この観点から、宮古と八重山の動詞
終止形の成立を見直す必要がある。
２２大浦（i)否定形意志形連用形条件形命令形
ukinukjoxukiukilbaukiru
Oi)終止形連体形接続形過去形継続形
ｕｋｉｒｕｋｉｒｕｋｉｔｔｉｕｋｉｔａｕｋｉＭ
（iii)禁止形
ｕｋｉＹｎａ
大浦は宮古島北部の集落である。意志形はukjoxであり、オケヨウにｽﾞｵ応する。平良の
ukiと異なる形である。
２３友利（i)否定形意志形連用形条件形命令形
ukud5anukoXukiukirubaukiru
Oi)終止形連体形接続形過去形継続形
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ukitauｋｉ uｋｉ ukitti ukixuf
ｕｋｉｍ
（iii)禁止形
ｕｋｉｎａ
友利は宮古島南部の集落である。否定形がukud5anであり、第二音節の母音は第一音節
の母音に類推されたとみられる。意志形がukoXであり、その第二音節が後母音音節である
のも、この類推に有利にはたらいているであろう。終止形はｕｋｉとｕｋｉｍであり、ukiIや
ukimの中舌母音音節が脱落している。
２４来間島（i)否定形意志形連用形条件形命令形
ukudjaxnukudiukuukirubaukiru
Oi)終止形連体形接続形過去形継続形
ｕｋｉｌｕｋｉＩｕｋｉｔｔｉｕｋｉｔａｍｕｋｉｄｍ
ｕｋｉｌｍ
（iii)禁止形
ｕｋｉｎｎａ
来間島は宮古島の南端につらなっている島である。否定形と意志形がuku-となっている。
２５池間島（i)否定形意志形連用形条件形命令形
ｕｋｉｎｕｋｉｄｉｕｋｉｕｋｉｒｉｂａｕｋｉｒｕ
ｕｋｉｄ５ａｘｎ
Ｏｉ)終止形連体形接続形過去形継続形
ｕｋｉｚｕｋｉｘｕｋｉｘｕｋｉｔａｉｕｋｉｕｉ
（iii)禁止形
ｕｋｉｘｎａ
宮古島の北端に浮かぶ池間島は中舌母音が弱化している方言が話されている。終止形の
ukixは、ukiIが変化したものである。
２６大神島（i)否定形意志形連用形条件形命令形
ｕｋｉｕｋｉｕｋｉｕｋｉｒＩｂａｕｋｉｒｕ
ｕｋｉｔｅｘｎｕｋiti
（ii)終止形連体形接続形過去形継続形
ｕｋｉＩｕｋｉＩｕｋｉｔｕｕｋｉｔｕｕｋｉ:ｕｌ
（iii)禁止形
ｕｋｉＩｎａ
大神島は宮古島の東北端に位置する。､島である。語中子音の無声化現象がはげしい。否定
形のukitemはukidemにおける。音の無声化によるものである。同様に意志形のukitiは、
ukidiに対応する形である。
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２７伊良部（i)否定形意志形連用形条件形命令形
ｕｋｉｎｕｋｕｕｋｉｕｋｉｒｉｂａｕｋｉｒｕ
Ｏｉ)終止形連体形接続形過去形継続形
ukilukifukixukitamukixuI
（iiO禁止形
ｕｋｉｌｎａ
伊良部は伊良部島の東端に位置する集落である。否定形がｕｋｉｎで、意志形がukuのよう
に、第二音節がイ段とウ段に分化している。
２８長浜（i)否定形意志形連用形条件形命令形
ukinukidiukiukibaukiru
ukjuxukiriba
（ii)終止形連体形接続形過去形継続形
ｕｋｉｌｕｋｉｌｕｋｉｘｕｋｉｔａｍｕｋｉｘｕＩ
ｕｋｉｌｍ
（iii)禁止形
ukilna
長浜は伊良部島の北部の集落である。この方言では「リ」に対応する音節がｌ音で現れる。
２９多良間島（i)否定形意志形連用形条件形命令形
ｕｋｉｍａｎｕｋｉｎｘｕｋｉｕｋｉｌｂａｕｋｉｒｕ
ｕｋｉｎ
Ｏi)終止形連体形接続形過去形継続形
ｕｋｉｌｕｋｉｌｕｋｉｘｕｋｉｔａｌｕｋｉｘｕｌ
（iii)禁止形
ｕｋｉｌｎａ
多良間島は宮古島と石垣島の中間に位置するが、言語の基盤は宮古と共通する。否定形の
ukimanは敬語であり、ｕｋｉｎは普通の表現である。意志形のukinxは、オケムの助動詞の部
分を残した形である。
３０水納島（i)否定形意志形連用形条件形命令形
ｕｋｉｍａｎｕｋｉｎｘｕｋｉｕｋｉｘｂａｕｋｉｒｕ
ｕｋｉｎ
Ｏi)終止形連体形接続形過去形継続形
ｕｋｉｒｕｎｕｋｉｚｕｋｉｔｔｉｕｋｉｔａｎｕｋｉｘｕｉ
（iiO禁止形
ｕｋｉｘｎａ
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水納島は多良間島に近いところにあり、方言も類似している。ただ、中舌母音が弱化して
いるのがめだつ。終止形のukirunは、中舌母音の弱化によって、ukirmから変化したもの
である。
宮古諸島の方言をみていえることは、ラ行音化が及んでいないということである。これは
奄美や沖縄に比べ大きな特徴である。宮古諸島の方言は奄美や沖縄より古い。
否定形について、uki-が宮古本島北部と周辺の島々に分布しているに対し、uku-は、宮
古本島の南東部に多い。uki-が本来の形に近く、uku-が新しい発生であることはいうまで
もない。
命令形のukiruは宮古全域に分布している。他の琉球列島ではこのような形がなく、すべ
て２ukiriのような形である。
八重山諸島
３１石垣 （i)否定形意志形連用形条件形命令形
２ｕｋｕｎｕ？ｕｋｕ ｍｋｉ ？ukirjax ２ｕｋｉｒｉ
（ii)終止形連体形 接続形過去形継続形
？ｕｋｉｎ ２ｕｋｉ ２ukeztte mkextta ？ｕｋｉｎ
２ｕｋｉｒｕｎ
（iii)禁止形
？ｕｋｉｎａ
石垣は八重山地域の主島である石垣島の中心都市である。終止形は、？ukinと２ukirunの
両形をもつ。前者はオケヲムに対応し、後者はオケリヲムに対応する。ラ行音化が侵透しつ
つあることを示している。ただし、否定形と意志形にはう行音化がまだ及んでいない。
３２川平 （i)否定形意志形連用形条件形命令形
①ｕｋｕｎｕ①ｕｋｏｘ のｕｋｉ ①ukirjazのukiri
（ii)終止形連体形接続形過去形継続形
①ｕｋｉｒｕｎのｕｋｉｘ のukiJiti①ukiJitaのukiun
（iii)禁止形
①ｕｋｉｎｎａ
川平は石垣島の北海岸に面した集落である。語頭の母音音節には両唇ないし喉頭摩擦音を
ともなう現象がある。
３３竹富島（i)否定形意志形連用形条件形命令形
①ｕｘｎｕ①ｕｉｒａ のｕｉ ①uirja のｕｉｒｉ
（ii)終止形連体形 接続形過去形継続形
のｕｚｎ ①ｕｘ のｕｉｔｉ ①uitta ①ｕｉｄｕｒａ
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①uirunのｕｉｒｕ
（iiO禁止形
のｕｘｎａ
①uiruna
竹富島は石垣島に近い位置にあるが、言語は多くの特徴をもっている。語中のｋ音がｈ音
化して脱落する現象があるが、「起きる」の活用形にもこれが反映している。これは、奄美
諸島に起こったｋ音脱落と同類のものである。
３４黒島（i)否定形意志形連用形条件形命令形
①ukunun①ｕｋｕ のｕｋｉ のukiribaのukiri
のukiri
Oi)終止形連体形接続形過去形継続形
①ｕｋｕｎ①ｕｋｕ のukiti のukehenのukibe:ｒｕ
のukirunのukiru
（iii)禁止形
①ukuna
黒島でも川平と同じく、語頭の母音音節に摩擦音をともなっている。終止形は、オケヲム
系とオケリヲム系が併用されている。連体形もこれと平行している。
３５小浜島（i)否定形意志形連用形条件形命令形
？ukunu２ukira ？ｕｋｉ ２ｕｋｉｗａ ２ukiri
？ukiranu ？ukiriwa
（ii)終止形連体形接続形過去形継続形
２ｕｋｕｎ２ukiru ２ukiJiti？ukiJita？ukin
mkirun
（iii)禁止形
２ｕｋｕｎａ
２ukiruna
小浜島の終止形は、オケヲム系の?ukunとオケリヲム系の2ukirunが併存している。ラ行
音化が終止形のみならず、否定形にも意志形にも侵透している。さらに条件形や禁止形の併
用形はう行音化の結果である。
３６租納（i)否定形意志形連用形条件形命令形
２ｕｋｕｎ２ukox ？ｕｋｉ２ｕｋｉｂａ ２ｕｋｉｒｉ
２ｕｋｉｒａ ？ukiriba
mkirjax
Oi)終止形連体形接続形過去形継続形
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？ｕｋｉｎ ２ｕｋｉｒｕ ？ukiJitamkjan mkibuz
？ｕｋｉｒｕｎ
（iii）禁止形
？ｕｋｉｎａ
２ukirina
西表島の西海岸に面したところに租納の集落がある。終止形は、オケヲム系の？ukinとオ
ケリヲム系の2ukirunが併存している。他の活用形においてもう行音化の浸透によって複数
の語形を併用している。
３７鳩間島（i)否定形意志形連用形条件形命令形
２ｕｋｉｎ ？ｕｋａｘ ２ｕｋｉ ？ｕｋｉｂａ ｍｋｉ
２ukiran？ukira ？ｕｋｉｒｉｂａ２ukiri
Oi)終止形連体形接続形過去形継続形
２ｕｋｉｒｕ２ｕｋｉｒｕ ２ｕｋｉｔｉ？ukita mkibexn
？ukirun mkuta
（iii）禁止形
２ukina
２ukiruna
鳩間島ではう行音化が侵透している。否定形は、オケヌに当たる?ukinとオケラヌに当た
る2ukiranを併用している。他の活用形においてもう行音化による併用形をもっている。
３８波照間島（i)否定形意志形連用形条件形命令形
２ugunu２u9ox ？ｕ９ｉ？u9iriba２ｕ９ｉｒｉ
（ii)終止形連体形接続形過去形継続形
２u9irun２u9i ？u9aJita？u9an ２u9ibun
？u9iru
（iii)禁止形
２u9iruna
波照間島は琉球列島の最南端の島である。終止形の?u9irunにはう行音化の影響がみられ
るが、否定形と意志形にはそれが現れていない。語中のｋ音が有声化する現象がある。
３9与那国島（i)否定形意志形連用形条件形命令形
２ugiranun2u9irux ？u9i２u9irja ２u9iri
m9iruba
Oi)終止形連体形接続形過去形継続形
２u9irun？u9iru ２u9iti２u9jan ２ｕ９ｉｂｕｎ
（iiO禁止形
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？ｕ９ｉｎｎａ
与那国島は、琉球列島の最西南端の位置にある。語中のｋ音が有声化する。否定形の
2u9iranunや意志形の?u9iruxは、いずれもう行音化した形である。
以上から、次のことが明確となった。
（１）「起き」の第二音節は奈良時代において乙類の「キ」であるが、これが琉球列島全域で、
「ケ」に相当する音節となっていて、甲類の「キ」と区別が保たれている。したがって部分
的ではあるが、琉球列島全域において、奈良時代の甲類と乙類の区別に相当する区別が今な
お保たれているのである。
(2)ラ行音化が奄美諸島と沖縄諸島を中心に浸透し、さらに八重山諸島へ浸透しつつあり、
宮古諸島には浸透していないことが明確になった。
(3)宮古諸島の命令形語尾はオケロのように「ロ」であり、奄美、沖縄、八重山ではオケレ
のように「し」である。中央語の文語におけるオキヨのような「ヨ」は琉球列島全域でみら
れない。これらの琉球列島の分布から推定すると、中央語の「ロ」と「ヨ」の関係は「ロ」
が古層であり、「ヨ」が新しい層であると考えられる。
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